
第 2期高島市まちづくり推進会議グループ活動計画書 

班名（ 活かす自然・守る自然 ） 

活動テーマ  

活動背景 

高島市将来社会

像との関連性・

高島市の課題 

・なぜそのテーマを選択したのか？興味を持ったのか？ 

・そのテーマは望む高島市将来社会像のどこに関連するのか？ 

・そのテーマはなぜ重要か？そのテーマで活動することで何が良くなるのか？ 

・テーマに関連して現在どのような市の事業や市民活動が行われているのか？ 

・これまでの市の事業や市民活動でできていなかったことや課題は？ 

 

 このグループでは、以下の２つの課題を捉えている。 

①高島市内において農業に対する支援はあるが、生産から消費者に届く

までの流通に関しては各農家の取り組みとなる。大規模農家は自分で流

通先を見つけることができるが、特に有機栽培などを行う個人農家や小

規模農家は生産から流通までのすべてを自らが行う必要があり負担に

なっている。流通の仕組みについての現状を知ることで、さらなる地産

地消と生産者と消費者をつなぐ仕組み作りのヒントになればと思う。 

②また、小規模な農業を始めたい人や家庭菜園をやりたい移住希望者は

たくさんいるが、大規模農業の支援制度しか整っていないのが現状であ

る。農業を始めたい人たちにとって大事なことは地域で自家消費用の野

菜づくりをされている方とのつながりである。そこで、身近な地域での

農業の栽培方法など取り組みの実態を知ることによって、新たに農業を

始めたい人にとってのヒントを集め、畑づくりを通して、住民と移住者

とのつながりづくりを目指したい。市民が地域のつながりによる農業活

動を展開し、子どもたちへ農業体験を提供することで、市民の農業への

興味関心や地域愛を育てたり、耕作放棄地の減少、高島の美しい景観を

守ることにつながると感じている。 



活動目的 

・どんな活動をしようとしているのか？ 

・何を明らかにしようとしているのか？何について知りたいのか？ 

 

・「流通」において、ワニカフェは自らの流通づくりを展開しているこ

とから（生産から消費者に届くまで）、どのように展開したのか聞いて

みたい。 

・市外から高島市に遊びに来る人、移住を希望している人は水田や野菜

栽培の農業体験に関心がある。どこでどんな農業体験ができるのかマッ

プがあればよい。 

・また併せて、農業体験をしている農家は有機栽培や減農薬栽培をして

いることから、その位置図（マップ作り）を併せてする。 

・自分の近所の畑でつくられている家庭菜園の野菜の栽培方法、貸し出

し農地の有無や、子どもの農業体験を実施しているか等について聞き取

りを行う。 

活動方法 

スケジュール 

・どのような方法で活動を進めるのか？ 

・何を対象に調べるのか？明らかにするのか？ 

・活動スケジュールは？ 

 

実現に向けた具

体的なアクショ

ン 

・本活動を通じて望む高島市の将来社会像の実現に向けた具体的な取り組み 

（市民が取り組むこと） 

（行政が取り組むべきこと） 

調査対象 

参考文献 

 

 


